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FM湘南ナパサ開局

。
••••• “

人
は
誰
で
も
何
か
を
集
め
る

“
癖
を
も
っ
。
私
も
面
倒
な
こ
と

"

は
好
き
で
は
な
い
が
、
昭
和
ニ

ー
十
四
年
ご
ろ
か
ら
切
手
収
集
を

新しい FM放送局が 7月 1臼MNピル
10階に開局しました。市民の知りたい情

報をリアルタイムで発信します。みなさ

んの身近な情報をお寄せ下さい。

側湘南平塚コミュニティ放送宮 23一7111

周波数78.3メガヘルツ

-
手
話
を
覚
え
よ
う

簡
単
な
日
常
会
話
程
度
の
手

話
を
マ
ス
タ
ー
す
る
講
習
会
を

聞
く
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

親
子
で
ご
参
加
を
。

マ
日
程

7
月
幻
日
(
木
)
、

初
日
(
火
)
、
初
日
(
木
)
、

8
月

2
日
(
火
)
、

4
日
(
木
)
、

9
日
(
火
)
の
会
6
回

マ
時
間
午
前
叩
時

1
ロ
時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
世
話
お

|
二
三
三
一
ニ
)

-ピ
l
ズ
織
り
会
員
募
集

す
み
れ
の
会
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。
ビ
ー
ズ
織
り

で
自
分
だ
け
の
し
ゃ
れ
た
バ
ッ

グ
や
ブ
ロ
ー
チ
、
小
物
入
れ
を

作
る
。
見
学
だ
貯
で
も
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
毎
月
第
2
木
昭
日

マ
時
間
午
後
2
時

5
4時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
会
費
三
か
月
で
四
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
の
鈴

木
さ
ん
(
電
話
幻
|
一
九
四

一
)
へ
。

-
将
棋
ク
ラ
ブ
募
集

湘
南
将
棋
ク
ラ
ブ
で
は
、
小

学
生
以
上
を
対
象
に
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。
先
生
に
よ
る
指

導
も
あ
り
、
初
心
者
か
ら
有
段

者
ま
で
気
軽
に
将
棋
が
楽
し
め

る。マ
日
時
毎
週
土
曜
日
、
午
後

3
時

5
9時

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
会
費
一
か
月
一
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
同
ク
ラ
ブ

幹
事
の
菅
原
さ
ん
(
位
話
幻
l

。
醸
り
ま
す

①
有
料

男
子
学

生
服
(
神
明
中
)
、
子
供
服
、
ベ

ビ
1
キ
ャ
リ
ー
、
歩
行
器
、
お
も

ち
ゃ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
回

転
座
イ
ス
、
ソ
フ
ァ
ー
、
テ
l
ブ

て
以
来
、
世
界
の
音
楽
切
手
を
届
く
「
郵
趣
」
誌
に
紹
介
さ
れ

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
る
切
手
を
通
信
販
売
で
購
入
す

最
初
は
、

神
田
の
切
手
商
ゃ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

音楽切手を
原田武さん(立野町)

，l'¥・・・・・・t
. らいつ始
・ れと買め
ー たこった
さ 音がて 0

. 楽ソい記
切連た念
手のが切
に友、手
魅人あを
せかる少
らら時し
才L買曽 、ヲ‘

デ
パ
ー
ト
の
切
手
売
場
を
あ
さ

っ
て
集
め
た
が
、
そ
の
後
、
日

本
郵
趣
協
会
に
入
会
し
、
毎
月

切
手
収
集
は
、
数
が
集
ま
る

だ
け
で
な
く
、
入
手
し
た
切
手

の
内
容
を
調
べ
、
ア
ル
バ
ム
に 世界 音 楽 切 手 を 収 集 し て 6冊に

ル
、
ス
テ
レ
オ
、
電
子
レ
ン
ジ
台
、

も
ち
つ
き
機
、
電
気
コ
1
ド
、
照

明
器
具
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

じ
ゅ
う
た
ん
、
水
冷
式
冷
房
機
、

百
科
事
典
、
ル
ー
ム
ウ
ォ
l
カ
1
、

H
H
H
H
H6

・.... 0
 

整
理
す
る
楽
し
み
が
あ
る
。

日

現
在
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代

日

ま
で
様
々
な
音
楽
切
手
を
集
め

h

た
ア
ル
バ
ム
は
六
冊
に
な
る
。
=

中
で
も
、

一
番
最
初
に
頂
い
た

=

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
1
の
白
応
の

=

湖
の
切
手
や
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
=

没
後
二
百
年
に
世
界
三
十
五
か

=

国
で
発
行
さ
れ
た
切
手
は
、
立
=

重
な
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。
=

。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
=

し
て
い
る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
=

1
ナ
1
。
一
一
百
字
程
度
の
紹
介

=

文
に
ま
と
め
て
お
寄
せ
く
だ
さ
=

送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
|
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

謀
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

・
• 

・
・
・
・
・

Q

五
八
三
五
)
へ
。

・
女
声
コ
ー
ラ
ス
募
集

ま
ど
か
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

保
育
室
を
用
意
し
て
い
る
の
で

若
い
お
母
さ
ん
も
安
心
し
て
練

習
で
き
る
。

マ
練
習
日
毎
週
金
剛
日

・
時
間
午
前
9
時
叩
分

i
u

時マ
会
場
青
少
年
会
館

マ
会
費
一
か
月
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
粉

川
さ
ん
(
電
話
お
l
七
三
七
六
)

・
チ
ピ
ッ
子
大
集
合

子
ど
も
会
サ
マ
1
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。
借
物

競
争
、
お
も
し
ろ
体
力
測
定
、

ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
ー
な
ど
を
通
じ

て
親
睦
を
深
め
る
。
運
動
の
で

き
る
服
装
、
靴
で
ご
参
加
を
。

朝
日
字
半
紙
、
学
習
教
材
、
ウ
ェ
ッ

ト
ス
1
ツ
②
無
料

赤
ち
ゃ
ん

体
重
計
、
こ
た
つ
、
炊
飯
ジ
ャ
1
、

石
油
ポ
リ
タ
ン
ク
、
冷
沼
機

。
譲
っ
て
下
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク
お

も
ち
ゃ
、
七
五
三
指
物
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
1
ト
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
マ

マ
コ
l
ト
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
学
生
服
、
旭

陵
中
ブ
レ
ザ
ー
、
幼
稚
園
制
服
、

ベ
ビ
1
パ
ス
、
ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、

子
供
用
自
転
車
、
子
供
服
、
洗
削

機、

テ
レ
ビ
、
電
気
毛
布
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
棚
、
宮
類
棚
、
ベ
ッ
ド
、

ロ
ッ
カ
ー
だ
ん
す
、
強
理
だ
ん
す
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

電
動
マ
ー
ジ
ャ
ン
阜
、
卓
球
台
、

空
手
折
、
剣
道
防
具
、
ピ
ア
ノ
、

エ
レ
ク
ト
1
ン
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、

自
転
車
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
折
り
た
た

み
テ
ー
ブ
ル
、
ミ
シ
ン

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

三
)
へ
。

マ
日
時

8
月
8
日

(
月
)
午

前
9
時
却
分

5
午
後
2
時

マ

受

付

午
前
9
時
か
ら

マ
会
場

平
塚
競
技
場

マ
対
象

平
塚
市
子
ど
も
会
会

長
と
そ
の
保
護
者

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
部
会
会
長

鹿
本
さ
ん
(
氾
話
泣
1
三
五

一

一一
)

-
な
ぎ
な
た
講
習
会

な
ぎ
な
た
の
夏
期
講
習
会
を

聞
く
。
運
動
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
を
。

マ
日
程

7
月
幻
自
(
金
)
、

初
日
(
木
)
、

8
月

日

日

(
木
)
、
四
日
(
木
)

マ

時

間

午
前
9
時

1
午
後
1

時

(
7
月
幻
自
の
み
午
後
7
時

3
9時
)

マ

会

場

見
附
台
体
育
館
(
7

月
幻
自
の
み
同
体
育
館
準
備
体

操
場
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
先
平
塚
な
ぎ
な
た
協
会

の
田
中
を
ん
(
世
話
お
ー

一
六

一一一六)

-
合
同
展

油
彩
会
・
粋
盤
会

・
栄
美
の

会
・
か
た
つ
む
り
の
四
グ
ル
ー

プ
が
創
作
し
た
作
品
を
集
め
た

合
同
展
を
開
催
す
る
。
ど
う
ぞ

鑑
賞
を
。

マ
日
時

7
月
幻
自
(
水
)

s
n日
(
日
)
午
前
日
時
1
午

後
6
時

(
白
日
の
み
午
後
5
時

ま
で
)

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
作
品
油
絵
、
水
墨
画
、
鎌

倉
彫
、
絵
画

マ
問
い
合
わ
せ
先
粋
墨
会
事

務
局
(
電
話
幻
|
四
七
八
四
)

・
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

平
探
ギ
タ
1
ハ
1
モ
ニ
ッ
ク

ス
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。
ギ
タ
ー
に
興
味
の
あ
る
方

s 
s 

学
校
が
怖
い
?

A
君
は
、
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
お

母
さ
ん
が
楽
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
と
、

A
君
も
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
逆
に
お

母
さ
ん
に
元
気
が
な
い
と
、

A
君
も
心
配
で

元
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
A
君
の
お
母
さ
ん
は
、
な
ん
だ

か
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。

A
君
は
い
つ
も
の

よ
う
に
お
母
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、
ひ

ょ
う
き
ん
な
し
ぐ
さ
を
し
て
見
せ
た
り
し
ま

し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
元
気
が
出
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
A
君
は
、
お
母
さ
ん
に
一元気
が
な

い
の
は
僕
が
い
け
な
い
ん
だ
、
僕
が
良
い
子

じ
ゃ
な
い
か
ら
だ
、
な
ど
と
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
自

分
の
す
る
と
と
に
自
信
が
持
て
な
く
な
り
ま

し
た
。
周
囲
の
人
た
ち
が
い
つ
も
み
ん
な
怒

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
と
う
と
う
学
校

な
ら
初
心
者
も
歓
迎
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
ギ
タ
ー
を
か
な
で
る
喜
び

を
。
見
学
だ
貯
で
も
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
毎
月
第
2
・
第
4

水
曜
日

・
時
間

午
後
6
時
初
分
3
7

時
却
分

マ
会
場
旭
南
公
民
館

マ
会
費
一
か
月
二
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
の
大

内
さ
ん
(
電
話
詑
|
八

O
七
ニ
)

へ。。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
み

な
さ
ん
の
ぺ

l
ジ
。
会
員
募

集、

イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
掲

載
す
る
。
お
気
軽
に
ご
利
用

を。・
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1

1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

へ
も
行
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「登
校
拒
否
」
と、

ひ
と
こ
と
で
言
っ
て

も
、
そ
の
原
因
は
様
々
で
す
。
学
校
生
活
で

の
何
か
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま

す。

A
君
の
よ
う
に
、
家
庭
生
活
で
安
心
感

が
得
ら
れ
ず
、
学
校
で
も
自
信
を
持
っ
て
生

活
が
で
き
な
い
、
と
い
う
事
も
あ
る
よ
う
で

す。

A
君
の
場
合
は
、
そ
れ
を
心
の
中
で

「学
校
が
怖
い
」
と
い
う
事
に
置
き
換
え
て

い
た
の
で
す
。

一
度
怖
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
、

そ
れ
に
圧
倒
さ
れ
て
現
実
を
見
る
と
と
が
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と

の
関
係
の
中
で
時
聞
を
か
け
て
も
う

一
度
安

心
感
と
自
信
を
取
り
戻
す
よ
う
に
す
れ
ば
、

A
君
も
学
校
へ
行
く
乙
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側

・
電
話
お
l
六
O
二
一

らコ浴、花火大会夕涼みがマ内、、怠んマ、ち夜市H

7月29日(金)

雨天の場合は7月30日(土)

午後7時30分打ち上げ開始

ところ湘南潮来 (相模川河口)

【内容】 3000発の打ち上げ花火と仕掛げ

花火により、湘南潮来を彩るとともに、

スターマインコンクールを行い、花火師

の技を競 います。

・問い合わせ商業観光諜(内線549)

とき
き 7月23日(土)

見附台公園とその周辺

午後6時........9時

※雨天の場合、青果販売のみ朝市

翌日24日(日)午前8時から

【なんでも夜市の内容】
野 菜、果物、菓子、手作り品、

地酒の販売

地域づくり課(内線263)

と
ところ

-問 い合わせ



第 531吾妻

自
分
で
動
け
な
い
人
へ
の
介

髄
に
つ
い
て
、
理
学
療
法
士
の

話
を
聞
き
実
際
に
体
験
す
る
。

平成6年 フ 月15日
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22 赤 ちゃんの育て方 :・対象 8月中に 8か月から; となど .: . 23日 5 年 2 月 21 日~28日 . -一品一ームー-- :: . 
義・後 期(妊娠 8か月以降の方): 1歳にな却し幼児の摘さ:・母子 手帳を持参 j 【8月の 3歳児】 j 鯛組側E湿潤 お』町一一一一一一一 認

3 VJ 記緬圃園l予防援種・ 8月カレンダー1 ぷ322L22?の3
53Y掛棄ちゃん iJIIt同園 申告陽一' ー いよ部品ご2227えさ

続 黙 認4設置ゐ唱和 Oi'>Nの:voヰ
10月 7日生まれ。身長70cm、体盛 8 ..  芭 -~ ~.・ /""-/ご'" / "" / "" 

掴-..，司司量 ~~ 1・・・・・ ノ--~、 ノーー・圃~ / .'¥. パー_'¥. : ・e
uみの中にあるものなら何でもいた 脳 ah a守a・1霊X鹿x，ぇX~) ~・第 1 期 3か月以上 4歳未き

ずらしてしまう元気な献ちゃんは 咽圃-.，，_，'.... 圃 ヤヲヤウマ/""ウ j 満の乳幼児。 3迎間間隔で誌
可・歯固・開園・・園 、ムー v V V 3回受げる。 6_

2控室bZ1732?点寸司窟l ~、何之、弘、J ・24fA22:ZT35
近所 の 散 歩 は お ばあちゃんと行くと・ ~ ふ政~.ß1.' I 司般企ケ伝 子?nt・・ )" ~ 月以内で 1回受ける。 32 

~ ~. 通区iす.. <-;、鑑車.1ノア現 イミ!3 "̂' ~ ，・.・・J;...... :・開業医、病院で按稲を。接諮
問多い。人を思いやる優しい子に ';I~ 予 1守噌露、Jht丸伐丸，( 〓 λキ~)I ~ 種目は医師とご相談を。 器
官ってくれればとお母さん。 ~d・.... _.../ J 一空竺二二~ {';，戸、;::~.~パ -"r

ι hケr'~込L下込ぶ一ム戸，._ 、J c"t-"に_./ :.保験証、母子手f帳阪を持参 寄

zf?z誌zデ芳z蒜44よプ2ム各2品ι
2芸拡E広主ください。 対 象は 1歳未満の赤 ち ゃんです。応募

されたはがき(1日掲蹴分は26日~10日締め切り、

15日掲載分は11 日~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は20人応募。

会送り先 〒254平塚市世間町 9- 1
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

育
児
教
室
開
く

マ
日
程

8
月
5
日
(
金
)
、

9
月
2
日
(
金
)

マ
時

間

午

後

1
時
却
分
1
3

時マ

会

場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
対
象

6
年
2
月
1
日
1
3

月
白
日
生
ま
れ
の
乳
児
の
母
親

マ
問
い
合
わ
せ
先

保

健

セ
ン

タ
ー
(
電
話

MAl
o
-
-一
一
一
)

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
五
十
歳

未
満
の
方

マ
日
時

7
月
初
日
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

1
m

時
泊
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

広報ひらつか〈フ〉

午
後
1
時

1
2時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
ち
物

母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

|
O
一
三
O
)
予
約
制

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー

(
屯
話

M
1
0=一
一
一
)

乳
幼
児
歯
科
相
談

大
腸
が
ん
予
防

の
教
室
を
開
催

近
年
急
激
に
増
え
て
い
る
大

腸
が
ん
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

す
る
教
室
を
開
く
。

マ
日
程

7
月
紅
白
(
木
)
、

羽
田
(
木
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
1
3

時マ
会
場
四
之
宮
公
民
館

U
Kお

2
歳
6
か
月
ま
で
の

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

7
月
初
日
(
火
)
、

8
月
3
日
(
水
)
、
9
日
(火
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分

5
3

時
叩
分

マ
日
時

7
月
幻
自
(
木
)
午

後
2
時
1
4時

マ
会
場

済
生
会
平
塚
病
院

マ
参
加
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
済
生
会
平

塚
病
院
医
事
課
(
電
話
出
l
O

マ
日
時

五
二
O
)

疾老
患人
相性
談痴ち
を呆号

7
月
幻
日
(
水
)
午

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
也

話
詑

l
O
一
三

O
)
予
約
制

歯
の
健
康
教
室

マ
日
時

7
月

n日
(
金
)
午

後
2
時
3
4時

マ
会
場
岡
崎
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話
M
|
O一一一
一
一
)

エ
イ
ズ
デ
l
平
塚

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
講
演
会

と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
く
。

マ
日
時

7
月
初
日
(
火
)
午

後
1
時
初
分

1
4時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
泣

話
ロ

l
O
一
三

O
)

後
1
時
泊
分

3
3時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
、
痴
呆
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
位

話
泣

l
O
一一ニ

O
)
予
約
制

止
め
よ
う
と
い
う
母

親
の
決
心
に
か
か
っ

て
い
る
。

そ
の
た
め

に
は
家
族
み
ん
な
の

協
力
が
必
要
で
、
多

少
の
夜
泣
き
は
我
慢

し
た
い
。
ま
た
、
日
ご

E
し

ろ
か
ら
親
子
の
ス
キ

考
ず

ン
シ
ッ
ブ
に
は
気
を

配
り
、
昼
間
の
ふ
れ
あ
い
を
密
に
し
て
子
供

に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。断

乳
は
、
母
親
が
身
構
え
ず
、
自
然
に
出

来
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
。
一
歳
六
か
月
検
診

で
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
は
母
乳
を
飲
ん

で
い
な
い
と
の
乙
と
で
あ
り
、
大
方
の
お
母

さ
ん
は
上
手
に
断
乳
で
き
て
い
る
よ
う
で
あ

る

。

(

健

康

課

)

恕
ん
マ
ち
百
科

赤
ち
ゃ
ん
が

一
歳

に
近
づ
く
と
断
乳
が

気
に
な
っ
て
く
る
。

「
い
つ
ご
ろ
」
「
ど

う
し
た
ら
」

と
悩
む

お
母
さ
ん
も
多
い
こ

と
だ
ろ
う
。

一
日
三
回
の
離
乳

食
が
順
調
で
、
大
人

の
食
事
に
近
い
内
容
に
な
れ
ば
、
母
乳
の
必

要
性
は
薄
れ
る
。
さ
ら
に
、
か
む
力
が
備
わ

っ
て
〈
れ
ば
、
八
か
月
か
ら
十
か
月
で
断
乳

し
て
よ
い
し
、
そ
の
方
が
止
め
や
す
い
。

一

歳
を
過
ぎ
る
と
乳
房
へ
の
執
粧
が
強
く
な

り
、
か
え
っ
て
止
め
に
く
く
な
る
。
し
か

し
、
離
乳
の
進
行
に
は
個
人
差
が
あ
る
の
で

一
歳
に
こ
だ
わ
ら
ず
柔
軟
に
対
処
し
た
い
。

断
乳
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
母
乳
を

断

感謝テー

市民のみなさんご参加を/

7月16日出

平塚競技場

日

場

期

会

マ
対
象

乳
幼
児

マ
日
程

8
月
1
日
(
月
)
、

n日
(
月
)

マ
時
間
午
前
9
時
1
M時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

申
し
込
み
は
、
電
話
で
平
塚

保
健
所
(
包
括
犯

l
O
一
三

O
)
へ。

ベルマーレフzスタ'94

。 入場自由 (た だ し、 15.000人 に

な り次第入場を 締 め切ります )

午後5時(入場無料)

応援グーム

賦合(ベルマーレ平塚対

筑 波 大学サッカ一部)

問い合わせ体育課(電話31-3060)

-開場

ひとり親家庭のみなさんへ
⑨児童扶養手当制度

父母の雌婚、父の死亡などによって父と

一緒に生活していない児童に手当を支給す

る制度。遺族年金受給者等は除く。

⑨ 医療費 助 成 制 度
o.DごQ

母子、父子家庭などのひとり親家庭の方

が医者にかかったとき、医療債のうち、医

療保険の自己負担額が無料になる制 度。

⑧家庭奉仕員派遣制度

母 子 ・父子家庭、寡婦の方が、病気など

のため、日常の家事や育児に闘ったとき、

家庭事仕員が身の回 りのお世話をする制

度。

難いず れの制度も所得制限がある

6時

6時 30分

詳しいことは児童福祉線(内線216)へ
ご相談を。
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広報 手帳

平成6年ア月15日広報ひらつか

社
会
福
祉
協
望
置
で
は
、
市
内

老
人
福
祉
施
設
で
お
年
寄
り
と
の

ふ
れ
あ
い
を
中
心
に
宿
泊
体
験
学

期
口
を
開
く
。

マ
日
程

7
月
初
円
(
木

)
i
m

日
(
金
)

マ
場
所

伸
生
会
平
塚
養
護
老
人

ホ
1
ム
ほ
か

マ
募
集
人
数
却
人

マ
申
込
期
限

7
月

n日
(
金
)

マ
申
込
先
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
電
話
お

-
福
祉
施
設
宿
泊
体
験

第 53オ 雪

-
演
劇
発
表
会
を
開
く

第
五
回
平
塚
市
中
学
校
演
劇
発

表
会
が
開
か
れ
る
。
入
場
自
由

マ
日
時

7
月
四
日
(
金
)
午
後

0
時
却
分

5
5時

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
1
ル

マ
出
演
校
大
住
、
春
日
野
、
神

明
、
中
原
、
浜
岳
、
横
内
中
学
校

演
劇
部

-
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

県
立
湘
南
養
護
学
校
で
は
、
「
地

域
と
の
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」
を

開
催
す
る
。

マ
日
時

7
月
剖
臼
(
臼
)
午
後

1
時

3
3時
加
分

マ
会
場
県
立
湘
南
養
護
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
(
包
括

M
l
七
二

一
二
)

A-園
芸
教
室
を
聞
く

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
園
芸
教
室
を
聞
く
。

マ
日
時

8
月
四
円
(
金
)
午
前

9
時
叩
分

t
u時
却
分

マ
会
場
県
民
談
会
館
(
駅
南

口
)

マ
講
師

雄
氏

マ
内
容

作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
包
括
幻
|
O
五

九
三
)

園
芸
研
究
家

科
H
木
幸

ロ
ッ
パ

マ
日
程

8
月
幻
円

(土
)

4

3
自

国

(水
)
全
5
回

・
時
間
午
前
叩
時
1
日
時
叩
分

マ
会
場
平
塚
江
南
高
校
商
館

マ
募
集
人
民
刊
人

(先
幻
順
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
(
包
括

訂

|
二
O
六
六
)

{漢
字
と
中
国
文
化
}

マ
日
程

8
月
5
日
(
金
)
3ロ

月
口
臼
(
土
)
全
日
向

・
時
間
午
後
1
時

1
3時

マ
会
場
神
田
高
校
整
企

マ
募
集
人
民

mw
人

(抽
せ
ん
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
(
電
話

回
l
一
五
三
ニ
)

秋
ま
さ
草
一
角
球
棋
の

A
V
看
護
学
生
募
集
中
止

平
塚
共
済
病
院
附
属
准
宮
護
学

院
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
罰
種
学

生
の
募
集
を
し
な
い
。
ご
了
承

を。A
V
勤
労
会
館
が
休
館

勤
労
会
館
で
は
、
全
館
消
務
の

た
め
八
月
士
百
(
金
)、
十
三
日

(
土
)
が
休
館
と
な
る
。
こ
の
二

日
聞
は
利
用
で
き
な
い
の
で
ご
注

意
を
。

-
大
学
で
夏
期
講
座

-
高
校
で
受
講
生
募
集

{
現
代
美
術
入
門
講
座
}

マ
円
程

7
月
お
臼
(
土
)
3
8

月
6
口
(
土
)

マ
定

只

叩

人

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
産
能

大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
(
包
括
位
|
二
四
二
九
)
へ
。

-av大
学
図
書
館
を
開
放

東
海
大
学
湘
南
校
舎
で
は
、
夏

休
み
期
間
中
、
高
校
生
を
対
象
に

図
昨
日
館
を
開
放
す
る
。
利
用
す
る

方
は
学
生
証
の
ご
持
参
を
。

マ
利
用
期
間

8
月
1
日
(
月
)

s
n日
(
水
)
、
土
・
日
曜
日
と
8

月
日
日

sm臼
は
除
く

-
時

間

午

前
9
時
5
午
後
5
時

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘

南
校
舎
中
央
図
曹
館
閲
覧
課
(
電

話
回

l
一
一
一
一
一
内
線
二
七
三

一

)av母
と
子
の
科
学
教
室

東
海
大
学
湘
南
校
舎
ロ

マ
会
場

号
館

マ
募
集
人
円
以

・
中
学
生

人

・
小
学
生

二
百
人

マ
申
込
期
限

8
月
6
日
(
土
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
東
海
大
雪
五

S
事
務
局

(
包
諮
問
|
一一

一
一一

内
線
四
二

一
四
)
へ
。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

藤
沢
高
等
職
諜
技
術
校
で
は
、

部
朝
日
会
の
受
間
生
を
募
集
す
る
。

{
女
性
リ
フ
ァ
イ
ン
ド
職
業
講
座

パ
ソ
コ
ン
コ

l
ス
}

マ
日
程

8
月
詑
臼
(
月
)
3
9

月
2
口
(
金
)
全
8
回

・
時

間

午

前
8
時
回
分
3
U時

マ
募
集
人
員
加
入
(
抽
せ
ん
)

マ
申
込
期
限

8
月
8
日

(
月
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校
(
包
括
O
四
六
六
l
お

l
ニ
四
二
五
)
へ
。

-
受
講
生
の
募
集

小
田
原
高
等
職
業
技
術
校
で

は
、
平
成
六
年
度
後
期
生
を
募
集

す
る
。

マ
募
集
コ

l
ス
・
福
祉
ヘ
ル

パ
1
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
経
理
事

務マ
募
鈍
人
員
各
加
入

マ
申
込
期
限

9
月
2
日
(
金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校
(
包
括
O
四
六
五
l
n

i
ニ
ニ
七
五
)
へ
。

。
広
報
ポ
ス
タ
ー
募
集

通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
七
年

商
業
統
計
調
査
の
広
報
用
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
限

9
月
刊
日
(
土
)

マ
応
募
規
定
縦
回
句
、
横
位
向
シ

の
大
き
さ
で
縦
長
に
使
用
し
、
使

用
す
る
色
は
4
色
以
内

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
務
観
統
計

調
査
担
当
(
内
線
三
四
八
)

av退
職
金
制
度
利
用
を

建
股
業
・
消
酒
製
造
業
・
林
業

に
従
耶
す
る
労
働
者
の
た
め
に
、

国
で
は
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
を
設
け
て
い
る
。

加
入
に
関
す
る
詳
し
い
聞
い
合
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百

av電
気
使
用
に
注
意
を

通
商
産
業
省
で
は
、
八
月
を
「mu

気
使
用
安
全
月
旦
と
定
め
電
気

事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
電
気

事
故
が
一
年
で
最
も
多
く
発
生
す

る
夏
季
、
電
気
製
品
の
取
り
扱
い

に
は
ご
注
意
を
。

A
V
健
康
情
報
の
利
用
を

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

医
痕
に
閲
す
る
知
識
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
ご

利
用
は
、
電
話
O
四
五

l
四
五
三

ー
一
一
三
三
へ
。

み
ど
り
基
金
は
、
線
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
国

際
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
山
下
団
地

十
五
号
棟
花
の
会

一
万
円
、
フ

リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
庖
者

一
同

4 
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